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札幌市では、市民・事業者等が関わりながら、地域の景観のあり方について検討し、

地域特性に応じた魅力的な景観の形成に向けて取り組む「景観まちづくり」を進めて

います。

新さっぽろ駅周辺地区では、平成３０年度より地域住民等との協議等を重ね、新

さっぽろ駅周辺地区の地域特性に応じた魅力的な景観の形成を図ることを目的とした、

札幌市景観条例に基づく「新さっぽろ駅周辺地区景観まちづくり指針」（以下、「指

針」という。）を定めました。

本参考資料編は、「指針」に記載されている内容についての参考例や、適用可能な

制度を紹介することで、「指針」に基づく良好な景観の形成が図られることを目的と

して、「指針」の付属資料として位置付けるものです。
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参考資料編の位置付け



指針では、街並みの一体感につながる基準として、建築物等の色彩の基準を設けて

います。

俗に言う「向こう三軒両隣」は景観における意識の持ち方についての重要なキー

ワードです。色彩に関しても初めに計画建物の両隣を意識し、次に向かい側の建物も

同時に眺め、さらに周辺へ目を配り、全体の調和がとれるように考えます。

なお札幌市では、市民のみなさんの意見や、調査・研究により、誰もが綺麗である

と思える色彩を70色選んでいます。それぞれの色に風土イメージを連想しやすいよう

に、札幌らしいオリジナルの色名をつけていますが、これは市民のみなさんの心に働

きかけ心に留めておけるように名づけたものです。色から言葉へ、言葉から色へ。色

から連想するイメージをひろげ、さらに色名から配色をイメージしてください。

札幌の景観色70色 カラーチャート （出典：色彩景観基準運用指針）

各色の１行目 マンセル値…色を表す３属性（色相、明度、彩度）を数値化して色を表現したもの
各色の２行目 トーン…明暗、濃淡、派手地味など明度と彩度から生まれる色の調子

※この資料は、印刷のため実際のマンセル値とは異なります。正確には、塗装色見本を参考にしてください。

色彩について（札幌の景観色70色）
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指針では、広告物・案内サインの基準として、周辺の景観への配慮を求めており、

その配慮例についてご紹介します。

広告物のベースとなる「地」の部分は華美な高彩度色や原色、発色が良い色彩を避

けるなど、落ち着いた色彩を使用することにより、周辺の景観との違和感を軽減する

ことができます。

ただし、自然素材で無着色の木材や石材、レンガ、金属材等、及びこれらに類する

ものの色彩は上記に該当しないものとします。

高彩度色や原色、発色
が良い色彩の使用は控
えましょう。

ベースとなる「地」に
は落ち着いた色彩を使
用しましょう。

「地」を無彩色にして
文字に原色を使用する
など工夫をしましょう。

コーポレートカラーな
どで鮮やかな色彩を使
用する場合は広告物自
体の面積を小さくする
など配慮しましょう。

○色彩の彩度の配慮

広告物は、色数や文字
量が多くなり過ぎない
よう配慮しましょう。

「地」は落ち着いた色彩を用いて文字や
ポイントにアクセントカラーを取り入れ
るなど工夫をしましょう。

○色数や文字量の配慮

「向こう三軒両隣」を意識して、広告物の高さ、大きさ、色彩などが周囲の景観と違和感が生じない
ように配慮しましょう。

○まち並みへの配慮

広告物の配慮例
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地域交流拠点等開発誘導事業の運用

札幌市では地域交流拠点等において、民間事業者等の力を引き出しながら個別の

都市開発による建て替え更新を促進し、その開発計画をきめ細かく誘導・調整し、

質の高い空間づくりを進めるため、地域交流拠点等開発誘導事業を運用しています。

この事業は、拠点開発誘導区域内で、快適な歩行空間やにぎわい・交流を生む滞

留空間の創出、多くの人々の生活を支える都市機能の導入など、まちづくりに貢献

する都市開発に対し適用し、容積率の緩和やオープンスペース整備等に関する補助

を行います。

※事業の詳細については、札幌市のホームページをご参照下さい。

（http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kyoten/yudojigyo.html）

①容積率の最高限度の割増

札幌市拠点型総合設計制度

一定規模以上の敷地（500㎡以上）において建築を行うものに適用し、敷地内に

設けたオープンスペースの面積等に応じて容積率の割増が可能となる、建築基準法

に基づく制度です。この制度を活用し、容積率等建築物に関する制限の緩和を行う

場合は、建築審査会の同意を得る必要があります。

また、この制度の活用に際しては、指針に基づく良好な開発となるよう、協議・

誘導を行います。

【地区計画・拠点型総合設計制度を活用した建築イメージ】

通常の建築計画

制度を活用した

建築計画

指針では、街並みのゆとりやにぎわいの創出につながるオープンスペースの基準を設

けています。オープンスペースの整備についての支援制度についてご紹介します。

質の高い空間づくりを支える制度
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【特定誘導路線開発誘導事業補助金の活用イメージ】

対象区域
特定誘導路線に面する敷地
（特定誘導路線については
下図参照）

対象事業
特定誘導路線に面するオー
プンスペースの整備

助成額
上記整備費用の1/3
（札幌市：1/3）

【新さっぽろ駅周辺の特定誘導路線】

②事業費に対する補助

1）特定誘導路線開発誘導事業補助金

特定誘導路線に面する敷地での開発を対象として、地区計画および景観まちづく

り指針に沿い整備される歩行空間・滞留空間の整備に係る費用の一部（補助対象経

費の1/3）について補助を受けることができます。
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質のえる支援制度

主な対象事業

①地下鉄駅のバリアフリー性能の強化
-地下鉄コンコースへの接続など
②地域交流拠点等開発誘導事業に基づく事業
-上記①の取組を行う開発におけるオープンスペースの整備など

助成額 上記の整備費用の2/3 （国：1/3 + 札幌市：1/3）

2）優良建築物等整備事業（国庫補助事業）

市街地の環境の整備改善のため、土地の利用の共同化、高度化等に寄与する優良

な建築物等の整備を行う事業について、国と地方公共団体が必要な助成を行う制度

です。

オープンスペースガイドラインの運用

敷地内に設けるオープンスペースについて、その

機能やしつらえを良好なものとするため、検討の手

順、整備の際の基準、設計のポイント等を示すとと

もに、維持管理における基準等を示すガイドライン

です。

拠点型総合設計制度では、このオープンスペース

ガイドラインに沿ってオープンスペースを計画する

ことが必要となります。
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札幌市では、地域の魅力向上につながる取組やまちづくり活動を支える支援制度を

運用しています。

主な対象事業
①地域の景観上の課題等の把握またはその解決に向けた検討・取組等
②景観に関する市民の意識醸成が期待できる活動

助成額
下記のいずれかを選択
定額助成金：助成対象経費の合計額以内かつ5万円以下
定率助成金：助成対象経費の合計額の2/3以内かつ30万円以下

まちづくり活動を支える制度

①さぽーとほっと基金

さぽーとほっと基金は、市民や企業からの寄付を札幌市が募り、町内会・ボラン

ティア団体・NPOなどが行うまちづくり活動に助成することで、市民や団体などの

まちづくり活動を支える制度です。

※基金の詳細については、札幌市のホームページをご参照ください。

（http://www.city.sapporo.jp/shimin/support/kikin/index.html）

②札幌市景観まちづくり助成金

地域の良好な景観づくりにつながる活動などに対して、その活動経費の一部を助

成する制度です。

※制度の詳細については、札幌市のホームページをご参照ください。

（http://www.city.sapporo.jp/keikaku/keikan/josei/keimatijosei.html）
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